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【はじめに】
患者様の生体情報を知りえる上でよく使用さ

れているパルスオキシメーターがある。今回我々

は高気圧酸素患者様（以下HBO）を看護師

が患者様のお部屋に訪問した際に，SPO2を計

測し，正常値より低下している状態を確認した。

結果患者様は翌日のHBOは中止になった。

HBOが中止になった経緯を報告する。

【症例】
８３歳　女性　病名　腰部脊柱管狭窄症

既往歴　子宮筋腫　高血圧　リウマチ　糖

尿病　狭心症

腰部脊柱管狭窄症に対し片側進入腰椎後

方椎体間固定術を施行も術後仙骨骨折。膀

胱直腸障害出現。仙骨に対するOPE施行ま

での間膀胱直腸障害改善目的の為HBO施行

となる。

【HBO治療経過】
HBO前の血液検査，心電図，胸部撮影な

ど特に注意すべき症状はなく１回目から４回目ま

では大きな問題もなく無事に治療を終えている。

HBO５回目治療前の患者情報で，Roomair

でSPO2が８８％と低下していた。呼吸困難も訴

えなし。便に血液が混じっている状態。気にな

る点はあるも５回目のHBOは施行できた。ただ，

SPO2低下の状況は続いており，酸素１Lを鼻

カニューラから流すとSPO2は９５％まで上昇す

る状況なため，主治医胸腹CT，血液検査施

行。読影の結果，肺塞栓が確認できHBOは

中止となった。

【結果】
我々MEスタッフは，HBO施行前に必ず，医

師の記事，看護記録を確認する。この症例は

看護記録の情報から，患者様の既往歴等様々

な事を考え主治医に相談でき，結果，消化器

内科や循環器内科と速やかに相談できる環境

が整っていたのでHBO中止するまで至ったケー

スと考える。

【結語】
第１種治療装置の急変時の対応においては

難渋が予想される。可能な限り，患者様の急

変を起こりうる前に情報を把握し対応を行うに

は，バイタルサインが記入されている看護記録

確認の徹底

・看護師・ME室間の情報の共有の徹底，異常

時の観察・主治医への報告，相談が大変重要

と考える。
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